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カ
フ
ェ
赤
い
靴
下

伊
豆
の
国
市
劇
団『
い
ず
夢
』公
演

本
番
も
い
い
演
技
を

大
仁
小
で『
伊
豆
の
頼
朝
』発
表子どもたちが熱演する創作能『伊豆の頼朝』

昭和初期の世相を描いた舞台『カフェ赤い靴下』

祭
や
競
輪
学
校
を
見
学

長
岡
京
市
訪
問
団
と
交
流

今
年
も
盛
大
に
開
催

第
七
十
四
回
源
氏
あ
や
め
祭

絶
世
の
美
女
・
あ
や
め
御
前
と
夫
・

源
頼
政
公
を
し
の
ぶ
伊
豆
長
岡
温
泉
恒

例
の
お
祭
り
も
、
今
年
で
七
十
四
回
。

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
は
三
日
間
に

わ
た
り
、
伊
豆
長
岡
温
泉
芸
妓
連

げ
い
ぎ
れ
ん

に
よ

る
踊
り
や
プ
ロ
歌
手
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ

ー
な
ど
の『
演
芸
会
』が
行
わ
れ
、
華
や

か
な
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。
ま
た
三
日
夜
に
は
源
氏
山
あ
や
め

御
前
広
場
で『
あ
や
め
御
前
の
夕
べ
』が
、

四
日
昼
に
は
西
琳
寺

さ
い
り
ん
じ

で
『
供
養
祭
』
が
、

四
日
、
五
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て

は
古
奈
、
長
岡
の
両
温
泉
場
で
『
お
祭

り
広
場
』『
武
者
パ
レ
ー
ド
』
な
ど
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
地
元
住
民
や
観
光
客
延
べ
約

二
万
九
千
人
が
楽
し
み
、
温
泉
場
全
体

が
熱
気
で
包
ま
れ
た
三
日
間
で
し
た
。

7／3
～7／5

日本競輪学校では迫力ある４００�bピスト走行を見学

姉
妹
都
市
・
京
都
府
長
岡
京
市
か
ら
、

『
第
七
十
四
回
源
氏
あ
や
め
祭
』に
合
わ

せ
市
民
団
が
訪
問
し
ま
し
た
。
一
行
は

四
日
の
演
芸
会
を
鑑
賞
し
、
伊
豆
の
国

市
友
好
都
市
交
流
協
会
員
と
の
交
流
会

の
後
、
湯
ら
っ
く
す
公
園
『
お
祭
り
広

場
』
に
も
参
加
。
昼
夜
に
わ
た
り
、
あ

や
め
祭
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

翌
日
は
、『
伊
豆
長
岡
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
狩
り
村
』や
伊
豆
市
の『
日
本
競
輪
学

校
』『
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
』

な
ど
を
見
学
し
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

秋
に
は
、
当
市
友
好
都
市
交
流
協
会

も
『
秋
の
京
都
・
も
み
じ
狩
り
ツ
ア
ー
』

を
企
画
し
、
長
岡
京
市
を
訪
問
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、（
事
務
局
）秘
書
広
報
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１
ま
で
。

7／4
～7／5

演芸会のトップを飾る芸妓連の『華のあやめ踊り』

伊
豆
の
国
市
劇
団
・
い
ず
夢む
（
藤
田
弓

ふ
じ
た
ゆ
み

子こ

座
長
・
河
合

か
わ
い

孝
彦

た
か
ひ
こ

劇
団
代
表
）の
第
十

四
回
公
演
『
カ
フ
ェ
赤
い
靴
下
（
脚
本
・

演
出
河
野
こ
う
の

洋よ
う

）』
の
公
演
が
、
二
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

『
カ
フ
ェ
赤
い
靴
下
』は
、
昭
和
初
期

の
東
京
浅
草
が
舞
台
。
世
界
大
恐
慌
と

軍
国
主
義
が
迫
る
世
の
中
、
カ
フ
ェ
で

踊
る
女
た
ち
や
訪
れ
る
客
を
通
じ
て
、

時
代
の
不
安
や
人
情
、
歓
よ
ろ
こ

び
や
哀か

な

し
み

を
描
い
た
作
品
で
す
。
会
場
の
ア
ク
シ

ス
か
つ
ら
ぎ
大
ホ
ー
ル
に
は
、
二
日
間

で
延
べ
約
八
百
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

な
お
、
伊
豆
の
国
市
劇
団
・
い
ず
夢

は
、
秋
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭

『
演
劇
の
祭
典
・
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍

伝
』
で
も
活
躍
し
ま
す
。
こ
の
秋
も
、

い
ず
夢
の
舞
台
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

7／11
～7／12

こ
の
日
、
市
内
の
小
学
五
年
生
約
五

百
人
を
対
象
に
大
仁
小
体
育
館
で
行
わ

れ
た
古
典
芸
能
教
室
で
、『
狩
野
川
能
』

で
上
演
す
る
創
作
子
ど
も
能
『
伊
豆
の

頼
朝
』の
中
間
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
役
の
源
頼
朝
役
を
務
め
る
伊
藤
い
と
う

瞭
り
ょ
う
く

ん
（
韮
山
小
）
は
「
当
日
は
も
っ
と
い
い

演
技
を
す
る
の
で
、
先
生
や
家
族
に
見

て
も
ら
い
た
い
」、
平
兼
隆
役
の
鈴
木
す
ず
き

礼
智
ら
い
ち

く
ん
や
北
条
時
政
役
の
鈴
木
す
ず
き

英
明
ひ
で
あ
き

く
ん
（
と
も
に
長
岡
南
小
）
は
「
最
後
の

戦
う
場
面
が
見
ど
こ
ろ
。
お
客
さ
ん
が

払
う
入
場
料
分
の
演
技
を
し
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

『
狩
野
川
能
』は
今
年
、
舞
台
を
ア
ク

シ
ス
か
つ
ら
ぎ
に
移
し
、
天
候
に
関
係

な
く
昼
間
か
ら
能
が
鑑
賞
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。『
狩
野
川
能
』に
つ
い
て

は
九
ペ
ー
ジ
記
事
を
参
照
。

7／14
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果
物
狩
り
・
夏
の
巻

伊
豆
長
岡
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
園

6月～
8月下旬

6／22

江
川
酒
は
こ
こ
か
ら

長
崎
創
造
塾
ら
が
酒
米
を
田
植
え

私
た
ち
が
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

伊
豆
の
国
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル

6／14

江
間
地
区
の
果
物
狩
り
と
い
え
ば
、

冬
・
春
は
『
イ
チ
ゴ
狩
り
』
で
す
が
、
こ

こ
数
年
、
夏
の
顔
と
し
て
『
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
狩
り
』
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
『
お
ざ
わ
さ
ん
家ち

』で
行
わ

れ
た
開
村
式
に
は
市
長
ら
が
招
待
さ

れ
、
夏
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
村
は
八
月
下
旬

ま
で
開
園
、
車
イ
ス
で
の
入
場
も
可
。

料
金
は
各
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
三
歳
未
満
は
無
料
で
す
。
果
物
狩

り
・
夏
の
巻
を
、
家
族
で
ご
体
験
あ
れ
。

問
合
せ

お
ざ
わ
さ
ん
家（
お
ざ
わ
農
園
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
２
０
５

渡
辺
さ
ん
家（
渡
辺
農
園
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）３
４
５
９

大
富
さ
ん
家（
大
富
農
園
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
１
３
３

市
長
と
ひ
ざ
交
え
て

市
内
十
八
カ
所
で
市
政
懇
談
会

6／17
～8／7現

在
、
市
長
が
各
地
区
を
訪
れ
て
市

政
を
報
告
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接

意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
て
、
市
政
懇

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
六
月
十
七

日
の
江
間
防
災
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り

に
、
八
月
七
日
の
田
原
野
公
民
館
ま
で
、

市
長
と
市
職
員
が
市
内
十
八
カ
所
を
訪

れ
、
市
の
主
要
事
業
や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
市
政
懇
談
会
も
、
残
す
と

こ
ろ
あ
と
二
カ
所
。
市
長
と
ひ
ざ
を
交

え
て
話
す
よ
い
機
会
で
す
の
で
、
対
象

地
区
の
人
だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
多
く
の

皆
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
政
懇
談
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
六

ペ
ー
ジ
記
事
を
参
照
。

写真は６月１７日・江間防災センターでの市政懇談会

江川酒の原料となる酒米・山田錦を植える参加者

写真右から加藤さん、大嶽さん、笹原さん、鈴木さん

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会
は
、
今
年
度

総
会
の
中
で
市
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
公
募
に

よ
り
選
ば
れ
た
の
は
、
ミ
ス
あ
や
め
・

加
藤
か
と
う

綾
乃
あ
や
の

さ
ん（
清
水
町
）、
準
ミ
ス
あ

や
め
・
大
嶽
お
お
た
け

朋
美
と
も
み

さ
ん
（
沼
津
市
）、
ミ

ス
伊
豆
長
岡
温
泉
・
笹
原
さ
さ
は
ら

良
美
よ
し
み

さ
ん（
東

京
都
）、
準
ミ
ス
伊
豆
長
岡
温
泉
・
鈴
木
す
ず
き

あ
ゆ
み
さ
ん（
富
士
市
）の
四
人
。

ミ
ス
あ
や
め
の
加
藤
さ
ん
は
「
観
光

に
も
っ
と
元
気
が
出
る
よ
う
に
、
お
も

て
な
し
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」、
ミ

ス
伊
豆
長
岡
温
泉
の
笹
原
さ
ん
は
「
伊

豆
の
国
市
の
魅
力
を
日
本
中
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
精
一
杯
盛
り
上
げ
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。
今
後
、
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
彼
女
ら
を
見
か
け
た

ら
、
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
江
川
酒
』は
、
韮
山
代
官
だ
っ
た
江

川
坦
庵
公
の
生
誕
二
百
年
を
記
念
し
て

平
成
十
三
年
か
ら
復
活
・
販
売
し
て
い

る
、
江
川
家
伝
承
の
日
本
酒
で
す
。

今
年
も
、
そ
の
原
料
と
な
る
酒
米
を

作
る
た
め
、
江
川
酒
を
造
る
会
（
渡
辺
わ
た
な
べ

和
夫
か
ず
お

会
長
）
と
長
崎
創
造
塾
（
久
保
田

く

ぼ

た

泰
雄
や
す
お

塾
長
）が
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
集
ま
っ
た
参
加
者
約
四
十

人
は
、
長
崎
区
が
管
理
す
る
約
千
六
百

平
方
�r
の
田
ん
ぼ
に
山
田
錦
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。
十
月
初
旬
に
は
米
を
収
穫

し
、
江
川
酒
の
純
米
大
吟
醸（
坦
庵
）の

原
料
と
し
て
使
用
す
る
予
定
で
す
。

今
年
は
、
国
民
文
化
祭
で
坦
庵
公
が

主
役
に
な
る
年
。『
江
川
酒
』の
お
米
も

豊
作
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

甘酸っぱい夏の味覚を楽しむ来場者




